
４年生のみなさんへ 
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理科 ～春見つけ『大根』～  

みなさんは、植物がどのように育つのか、おぼえていますか？ 

「たね」から「め」が出て、「花」をさかせ、

「実」ができて、また「たね」ができる、   

このサイクルをくり返すのでしたよね。 

先生は、大根をまじまじと見ながら、  

ふしぎに思うことがありました。 

 

 

 

   

みなさんは知っていますか？ 

調べてみると、大根の白いところが「根」で、大根の上のほうの緑色のところと  

「葉」の根もとのところが「くき」だそうです。 

ちなみに、だいこんの名前は大きな根を意味する大根（おおね） 

からきているそうですよ。たしかに「根」にしては大きいよね！ 

 

 

みんなで「ヘチマ」を育てるときも、いろんなふしぎに出会えるといいね♪♪ 

 大根の「くき」ってどこなんだろう？ 

↓細い（ひげみたいな）根が生えてないところだよ 

今日のラッキーワードは…「なんだろう？」 

ちょっとふしぎに思ったことを調べてみると、おもしろい発見があるかもよ。 

５月に入り、気持ちのよい天気が続いていますね。 

先生の家の庭に、白やうすむらさき色の花がさいています。

これはなんと大根の花です。 

あたたかくなってきて、モンシロチョウがひらひら飛んで

います。大根の葉のうらに、卵をうみつけないかなと毎日のぞ

いて見ています♪ 
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